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本研究は
､

バ イリ ン ガ ル の第 二言語 にお ける認知機構を ､ 時間分解能に優れた M E G

の 実験的手法を用 い て
､

こ う した多言語使用 (Bili n g u ali s m ) - の 基礎的知見 を得る目

的で ､ 日本語 の 当用漢字と中国の簡体文字お よび ラ ン ダム ドッ ト ヾタ ー ン の 3 種類 の刺

激タ ー ゲッ トを視覚刺激と して用 い て
､
同等意味､ 同等形態の 条件の も とで 対照 させた ｡

こ れ に よ り ､ 生 じる音韻処理 の脳 内部位が特定できる と考案 し､ 事象関連磁場 M I O O お

よび M 2 0 0 を計測 しそ の解析を行 っ た も の で あり ､ 以下 の結果 を待て い る｡

1
､ 両言語 の文 字も用 い た視覚刺激により潜時 1 5 0 - 3 0 0 m s にお い て

､ 後頭葉か ら側

頭葉に か けて
､

二 つ の 大きな磁界反応をとらえる こ とがで きた｡ 形態上 の極めて近

似たる視覚刺激は
､ 潜時約 1 5 0 - 2 0 0 m s の M I O O 成分が大きく 現れ た ｡ そ の 早期

応答成分 M I O O は波形上 の 平均頂点潜時と平均振幅､ 両言語ともに顕著な差異が見

られな か っ た｡ 磁界図分布により ､ 吸い 込み と湧き出すパ タ ー ン が鮮明 に表示 され ､

単
一 電源推定法に よる解析で は

､
M I O O 成分に対 して は後頭葉 V l - V 2 視覚野 に電

流 ソ ー ス が推定された ｡

2 ､ 潜時 2 0 0 - 3 0 0 m s にお ける M 2 0 0 に 関して は
､ 潜時経過 と とも に電源位置が後頭葉

か ら側頭葉前方 - と移動 し､
L l (中国語) お よび L 2 ( 日本語) とく ら べ て

､
顕著

な差異が観察された｡ 中国語 は腹側 経路の 後頭葉か ら側頭葉にか けて 脳底部 の紡錘

回 (F U G) お よび下側 頭菓後部 ( p 汀 G) に明確な活動が観察され た ｡ こ れ に対 し､

日本語 で は被験者間 の ばら つ きが多く ､ 大半の被験者に お い て は
､
左 半球の シ ル ビ



クス 溝近傍 ､
上側頭菓 (S T G) 後部付近 ､

またそ の 末端部にある角回 ( A G) ､ 線上

回 (S u m G) な ど広 い 領域に電流双極子が多数推定された ｡

3
､ 電流双極子 の位置に 関す る統計的分析 の結果で は

､
L l ( 中国語) 文字と L 2 ( 日本

語) 文字 の 左脳 の こ れ ら の領域にお い て
､

E C D 位置を比較 した と こ ろ､ 安定した

E C D 位置を得られた 7 名被験者す べ て の デ
ー

タを Ⅹ
､

Y
､

Z に分類 して ､
A V O V A

に よる言語 と位置 の活動源分布推定に つ い て ､ 統計的有意差の 検討を行 っ た ｡
こ の

結果 ､
z o o m s

- の活 動部位は
､

日本語文 字の 場合は ､ 中国語 と違 い
､

顕著に前方 ､

上方 - と分布 し
､
分散が大きか っ た o また

､
潜時 2 0 0 - 3 0 0 m s 区間の 平均振幅 R M S

および平均I at e n c y 値を比較すると
､

L 2 の ほ うが L l より有意に 延長 し､ 大きか っ

た (F(1
,
9) - 3 8 . 8; P < 0 .

0 1) o

以上
､ 本論文 は ､

｢ 異なる言語体系 は異な る脳内部位で処理 され る｣ と い う結果 を証

明 で きた ｡
これ に より ､

ヒ ト の言語機能 の 中で 外国語習得 の メ カ ニ ズ ム を解明する こ と

に つ なが ると考える ｡
こ れ ら の こ とは ､ 認知脳 科学 ( C o g nitiv e B r ai n S cie n c e) をは じ

め ､ 神経心理学 ( N e u r o p s y ch ol o g y) ､
神経言語学 ( N e u r olin g uistic s) な ど

､ 境界分野

にお い て ､
M E G と い う新 し い非侵襲的脳イメ

ー ジン グ手法を用 い たア プ ロ
ー チと して

､

重要 な貢献 をなすと考えられ ､ 学位 の授与 に値するも の と考えられる 0




